温い 寛大 さが 足りない。 そのために 先生 はなる ベくな 

らば 陰鬱な 部屋の 窓から 黄昏の 空の 動き ゃパ ラバ ラと 

降る 星の あかり を 眺めない やうに して、 逍遥に 疲れた 

時 は 花やかな 喫茶 室へ もぐり 込んで 皿 や フォ— クのガ 

チヤ- (^と 鳴り響く 音に 白い 心 を 紛らす やうに した。 

そして 又 街へ 出る と、 ある 時 は 飾 窓 を靦き 乍ら 寧ろ 

往来の 邪魔物の やうに ノロ ノロと 歩いて みたり、 又 或 

時 は 素敵な 敏捷 さで 人波 をグン グン追 抜いて みたり、 

又 或 時 は 流される ままに 漂うて 同じ 道 を 戻って みたり 

其 他 様々 な 態度 を 用 ひた。 又 或 時 は 逍遥の 群衆から 二 

三の 人 を 選び出して、 乗物で 見えなくなる まで 追跡し 



ちょ つ と 

ひがした ので、 一 寸視 くやう に 一 足踏み 寄って 首 を 入 

れて 見た。 すると —— 階段。 さう、 たしかに。 目より 

上に、 その 部分 だけ 薄く モャ /\ と 照らし 出さ れた階 

段 だが、 変に シ インと 物 思 ひに 耽る やうな 階段で あつ 

た。 先生 は 駆 立てられる やうに、 なんだか 昇って みた 

いやうな —— 寧ろ 触って …… いや、 兎に角 何 かしてみ 

たいやうな 変な 気がした。 そして 四辺へ 目をやって 全 

あしおと 

く 人気ない の を 知る と、 跫音を 殺して 中へ 這 入った。 

先生 は 一 段 毎に 階段と 自分の 心と 測り 合せる やうに 

して 静かに 昇った。 石造 建築に 籠った 冷気が 妙に 鋭く、 

併し 澱んで 液： K: の やうに ヌル ヌルと 手頸に 滑り 顏 にな 



物へ 迷 ひ 込んで 了った もの だ。 早速 立 去らなければ な 

るまい。 それにしても、 何だか 身動きする ことに も 圧 

迫 を 受ける やうな 厭な 重苦しい 建物で あると 先生 は 思 

つた。 どうも 変 テコな 工合に 気掛リ になった ので ある _ 

すると だしぬけに 時計の 音が —— それ は 確かに 時計 

の 音 だと 先生 は 斯う 決めた が、 下の 何処 やらで、 尤も 

上の 何処 やら かも 知れなかった が、 ボンと ただ 一 つ だ 

け 鈍く 鳴った。 一時 か 9 —— 恐らく 時計の 一時で あら 

う。 アツ ケ ない ほど 一 つ だけ 鳴って、 それき り 鳴り 止 

んで シンと して ゐ たので、 ハツと して 思 はず 欹 てた 

先生の 心 へ は 呆れ返る ほど 寒々 とした 闇の 冷た さが 押 



に 又 消えて、 又 沈黙が きた。 先生 は 身体 全体が 冷えて 

きて、 タラ タラと 無気味な ものが 皮膚 を 流れる やうで 

あった。 ヂッと 耳 を 澄して ゐ ると、 果して 又、 今度 は 

r —— お母さん、 お 母 さァん …… 」 

ナ、 な あんだい。 チッ ボケな 子供の 声ぢ やない か。 

してみ ると、 大方 こいつ は 夫婦 者 アバ アト かも 知れ や 

しないと 先生 は 判断した。 そして、 知らない うちに 堅 

く 欄干へ 掛けて ゐた 手に 力 を 籠め て、 グイと やう やく 

起き 上って 深呼吸 をした。 そして 跫音を 前よりも 一 層 

殺して、 どうやら 矩形の 外側へ 出る ことが 出来た ので 

ある。 それ は 実に 蕭条 とした 街路であった。 圧しつ け 
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